
１．平成18年３月期の業績（平成17年４月１日～平成18年３月31日） 

a 

※ 参考情報 

(財)財務会計基準機構会員

平成18年３月期 決算短信（非連結） 平成18年５月15日

上場会社名 株式会社トランスジェニック 上場取引所 東京証券取引所 

（東証マザーズ） 

コード番号 2342 本社所在都道府県 熊本県 

(URL http://www.transgenic.co.jp) 

代  表  者 役職名 代表取締役社長 氏名 是石 匡宏 

問合せ先責任者 役職名 専務取締役 氏名 田中 淳 ＴＥＬ  （096）375－7660 

決算取締役会開催日 平成18年５月15日 中間配当制度の有無  有 



（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 



１．事業内容の状況 

 当社は、遺伝子破壊マウスの作製及び遺伝子機能解析情報を提供する「遺伝子破壊マウス事業」及び基礎研究用試

薬（※１）である抗体を作製及び販売する「抗体事業」を主たる業務としております。 

 各事業の内容は次のとおりであります。 

（遺伝子破壊マウス事業） 

 当該事業においては、遺伝子破壊マウス

 当社ｕｽ成13`NiсX幕ﾆ灼B驅曹倞氓ﾌゼ､同賰b姑務とざどる「遺伝子破壊マキソ�ｮ蜂Eス







２．経営方針 

(1）会社の経営の基本方針 



(5）会社の対処すべき課題 

 当社の事業領域でありますバイオ・テクノロジー業界では、遺伝子情報に基づくゲノム創薬を行う製薬企業の市場

規模は拡大していくものと想定されております。当社の対処すべき主要な課題等は以下のとおりであります。 

①a遺伝子破壊マウス事業 





(2）財政状態 

①aキャッシュ・フローの状況 

 当期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、期首残高に比べ1,342,099千円減少し、583,894

千円となりました。なお、前期は連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており、当期よりキャッシュ・フロー計

算書を作成しているため、前期との比較は行っておりません。 

 当期の各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は823,493千円となりました。これは、主に遺伝子破壊マウスの作製、遺伝子機能

解析、創薬ターゲット候補の探索等への研究開発費用の支出を要因とした税引前当期純損失958,550千円によるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は3,090,908千円となりました。これは、主に手元資金の運用目的で有価証券を取

得したことによる支出2,998,207千円、並びに神戸研究所建設の取得に係る支出407,139千円によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 











(7)a純損失計上の見込みについて 

 当社は、これまで大規模に遺伝子破壊マウスの作製ん�



［用語解説］ 
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(2）損益計算書 

a  
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 



a  
前事業年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成17年４月１日 
当���a �aﾙ� 固��







※ 参考情報 

連結キャッシュ・フロー計算書 

a 
前連結会計年度 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー a 

税金等調整前当期純損失 △1,351,225 

減価償却費 105,309 

貸倒引当金の増減額（減少：△） 60 

受取利息及び受取配当金 △430 

支払利息 4,972 

社債発行費償却 15,952 

持分法による投資損益（益：△） 43,328 

投資有価証券売却損 3,735 

固定資産除却損 7,584注記 �定飼→��3#��

注記 △持犬） 持犬） 7,584�a a  a 

投資有価叙及受ｾ�ｮにる

投資有価叙玖券蝿動にる緖<�

田業活動によるキャッシュ・フロー 

�a





















② 有価証券 

当事業年度（平成18年３月31日） 

１ その他有価証券で時価のあるもの 

２ 時価評価されていない有価証券の内容 

３ その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額 



※ 参考情報 

前連結会計年度（平成17年３月31日） 

１ 当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日） 

２ 時価評価されていない有価証券の内容 



③ デリバティブ取引 

当事業年度（自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日） 

 当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 

※ 参考情報 

前連結会計年度（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日） 

 当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 

④ 退職給付 

当事業年度（自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日） 

 該当事項はありません。 

※ 参考情報 

前連結会計年度（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日） 

 該当事項はありません。 
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⑤ 税効果会計 

前事業年度 
（平成17年３月31日） 

当事業年度 
（平成18年３月31日） 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳 

（繰延税金資産） a

未払賞与 4,7�酏躑 a

未豹 ﾜ与 4,^ 









６．生産、受注及び販売の状況 

(1）受注実績 

 当事業年度における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ 金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 抗体事業については受託事業収入のみ記載しております。 




